
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たった３年間の学生生活でしたが、その後の今日迄…長い長い年数と比べとっても 

貴重な充実した年数に思えます。これも沢山の仲間の皆様のおかげです。 比田井 

 

 



コロナは四波突入の勢いで衰えを見せません。 

桜もあっという間に通り越し、はや葉桜の季節となってしま 

いました。あまりの速度に遅咲きの枝垂れ桜などは花がつかないまま 

葉桜となってしまいました。異常気象と言わざるをえませんね。 

最高最低の温度も 10度を超える日も・・。 

人もそうですが植物は衣服の加減ができず狂ってしまいますね。 

近辺では赤松の立ち枯れも目立っています。 

植木職人の話では松喰い虫の被害ではなくウイルスによるものだそうです。 

人も植物もウイルスには弱いですね。 

早くワクチン接種が始まってほしいです。 

今日はお釈迦様のお誕生日（4月 8日）『降誕会』も 

花まつりのお祝いもできず、花御堂の誕生佛に甘茶をかけてお参りするのみです。 

「災障消除 諸縁吉祥ならんことを！」祈るばかりです。     勝俣 

 

春らしい桜満載の美しい号になりましたね。これって何号目になりますか？もし分かったらどこかに書

いておいたら良いのではないでしょうか。『もう～号になった！』とご自分への励ましにもなるのではと思

います。それではまた次号を期待しています。 富田 

※ 応援ありがとうございます。今号で 21号です。 

このようなご時節ですから、故郷を離れて暮らす同窓生の絆になればと思っているのです。 

 

浅間だより、ありがとうございます。 

コロナになってから思うように友人とも会えず、外食なども控え、 

なんとなくうら寂しい日々です。 

仕事関係でも、時の流れを感じることが多々あります。 

もう、以前の様には生きられないのかなと思うと、それはそれで 

受け入れてなるべく楽しく生活したいなと思っております。 

孫が１２人いますが、一番小さい８カ月の孫に会うのがとても楽しみ 

です。癒されます。この子たちが幸せな日々を過ごせるようにと、 

心から願っています。      原田 

 

桜散り、コロナ禍ではありますがいよいよ春爛漫の好季節を迎えます。 

高校再編に向けての両校の現役生徒たちによる真剣で前向きなプレゼンの様子が 

良く判りました。老兵 OBの余計な心配は要らないようです。それでも伝統ある両校の歴史のターニング

ポイントを迎え一抹の寂しさと新時代の期待感が入り混じる複雑な気持です。     横谷 

 

 

 

 

 

ゴールデンウィークが始まった5月1日、コロナ禍は新型となって、緊急事態宣言が発動され、  
今日の東京感染者も1,000人を超えています。 気象状況の厳しさは、雷雨や、竜巻・突風、更に宮
城沖の地震も報じられています。 

いつ・とこで・何が起きるか分からない現在の状況は、心身を限りなく弱めてしまいます。           
 それでも故郷母校からは、144回・春の高校野球の情報が発信されています。 
上記組合せで、5月5日の結果、春季県大会への出場を期待し、応援致しましょう！ 
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